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23
日
で
結
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年
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産
別
の
強
み
を
生
か
し
て
協
力
を

就
任
挨
拶
で「
小
さ
な
違
い
を

乗
り
越
え
て
、我
々
自
身
の
連

携
が
必
要
」と
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の

意
は
？

　

先
ず
も
っ
て
、定
期
大
会
に
お
い
て

新
執
行
部
に
対
し
、満
場
一
致
の
承

認
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。結
成
３
０
年
を
迎
え

る
節
目
の
年
で
の
会
長
就
任
は
、身

の
引
き
締
ま
る
思
い
と
と
も
に
、富
澤

前
会
長
や
諸
先
輩
方
の
積
み
上
げ
ら

れ
た
運
動
を
大
切
に
、取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

連
合
群
馬
に
加
盟
す
る
２
５
の
産

業
別
組
織
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
大
規
模
・

中
規
模
・
小
規
模
な
ら
で
は
の
強
み

や
弱
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。運
動
の

進
め
方
や
、組
織
構
成
に
違
い
が
あ
る

中
で
、連
合
に
集
う
仲
間
た
ち
が
カ

バ
ー
し
合
い
な
が
ら
、取
り
組
み
を
進

め
ら
れ
る
こ
と
が
私
た
ち
の
最
大
の

強
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
ず
は
、特

に
執
行
委
員
が
選
出
さ
れ
て
い
な
い

組
織
へ
の
訪
問
活
動
や
対
話
を
重
視

10月26日、前橋市内で開催した
第24回定期大会で佐藤新会長体制がスタート。

連合運動を進めていく“思い”を語っていただきました。

会長  
佐藤 英夫
自治労

【全体総括】

副会長  
山岸 稔
自動車総連
SUBARU労組　

【政策・男女平等】

事務局長  
高草木 悟
電力総連
東京電力労働組合

【事務局統括、政治】

副事務局長  
磯田 孝友
自動車総連
SUBARU労組

【組織運営、総務】

副事務局長  
白井 桂子
自治労

【政策、政治、男女平等】

副事務局長
鷲澤 猛
電機連合
パナソニックAP空調
冷設機器労働組合

【雇用・労働、組織拡大】

副事務局長  
新井 智
連合群馬

【社会貢献】

副会長  
児玉 一馬
電機連合
三菱電機労働組合

【社会貢献】

副会長  
石川 博之
UAゼンセン

【組織拡大】

副会長  
櫻井 正樹
情報労連
NTT労働組合

【雇用労働】

副会長  
山村 康郎
JAM  サンデン労働組合

【組織運営】

連合群馬四役紹介
し
な
が
ら
、各
組
織
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
な
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

地
域
で「
つ
な
が
れ
る
」こ
と
を

認
識
し
て
ほ
し
い

地
方
連
合
会
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
、地
域
の
活
力
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
？

　

連
合
群
馬
が
、１
２
地
協
か
ら
８

地
協
に
再
編
し
５
年
を
迎
え
ま
す
。

現
在
で
は
、地
協
専
従
エ
リ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
配
置
し
、き
め
細
や
か
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
地
域
活
動
を
強

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
連
合
は「
産
別
」、地
協
は「
単

組
」、こ
の
横
の
連
携
が
、さ
ら
に
縦
に

も
連
携
で
き
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

活
か
す
こ
と
が
で
き
、地
域
で
の
存
在

価
値
が
発
揮
で
き
る
と
思
い
ま
す
。し

か
し
、現
状
は
産
別
に
加
盟
し
て
い
て

も
地
協
活
動
に
参
画
で
き
て
い
な
い

単
組
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。地
域

に
集
い
、話
し
合
い
が
で
き
る
場
が
あ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
、

活
動
の
幅
を
広
げ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、連
合
群
馬
と
し
て
も
フ
ォ

ロ
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

連
合
群
馬
の
期
待
値
は
高
い

連
合
群
馬
の
発
信
力
強
化
に

つ
い
て
、大
会
で
も
多
く
要
望

す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

　　

組
織
の
内
側
に
い
る
と
気
が
付
き

に
く
い
の
で
す
が
、外
側
か
ら
見
れ

ば
、連
合
群
馬
は
約
１
０
万
人
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
期
待

値
が
依
然
と
し
て
高
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。私
た
ち
の
政
策
を
は
じ
め
と

し
た
、連
合
の
考
え
方
を
し
っ
か
り
と

『
声
』に
出
せ
ば
、マ
ス
コ
ミ
が
反
応

し
て
記
事
に
な
り
ま
す
。こ
の
期
待
値

の
高
さ
や
影
響
力
の
大
き
さ
は
、連

合
と
し
て
大
き
な
魅
力
で
も
あ
る
し
、

労
働
運
動
に
と
っ
て
、と
て
も
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

運
動
推
進
は「
そ
れ
ぞ
れ
が
主
役
！
」

　

大
会
後
に
、「
―
そ
れ
ぞ
れ
が
主
役

と
な
っ
て
尽
力
し
て
ほ
し
い
」と
、私
の

コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
た
新
聞
記
事

を
見
た
妻
に
、「
あ
な
た
は
何
も
し
な

く
て
い
い
の
？
」と
笑
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
経
緯
が
あ
っ
て
、＂
連
合
＂

と
は
、執
行
部
で
も
事
務
局
で
も
な

い
、組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
ど
う
頑
張

る
か
に
よ
っ
て
、＂
連
合
運
動
＂の
行
く

末
が
か
か
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。こ
れ
は
、単
組
か
ら
産
別
、産

別
か
ら
連
合
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
を

認
識
す
れ
ば
、お
の
ず
と
理
解
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。各
単
組
が

同
じ
方
向
を
向
い
て
運
動
が
で
き
る

よ
う
に
進
め
る
こ
と
が
産
別
と
連
合

の
役
割
で
あ
り
、そ
こ
に
楽
し
さ
や
達

成
感
、「
そ
う
だ
よ
な
」と
、思
わ
せ
る

『
シ
ン
パ
シ
ー
』を
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

支
え
合
う
こ
と
を
大
切
に
、

活
動
を
進
め
て
い
こ
う

最
後
に
台
風
19
号
を
は
じ
め

と
し
た
、自
然
災
害
に
つ
い
て

　

台
風
19
号
に
よ
っ
て
土
砂
崩
れ
や

河
川
の
氾
濫
な
ど
に
見
舞
わ
れ
、被

災
さ
れ
た
方
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。県
内
で
も
多
く

の
方
が
被
災
を
さ
れ
、連
合
群
馬
と

し
て
、地
域
と
連
携
し
て
４
日
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

派
遣
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
比
較
的

災
害
が
少
な
か
っ
た
群
馬
県
は
、私
た

ち
が
被
災
側
に
な
り
県
外
や
地
域
の

方
に
支
援
を
し
て
も
ら
う
機
会
が
な

か
っ
た
。ま
た
、仕
事
が
忙
し
い
、心
の

余
裕
が
少
な
い
な
ど
、他
人
の
こ
と
を

思
い
や
る
こ
と
が
難
し
い
世
の
中
で
、

今
回
の
支
援
で
、被
災
さ
れ
た
方
に

寄
り
添
う
こ
と
が
少
し
で
も
で
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。連
合
群
馬

は
、復
旧
支
援
に
向
け
た
災
害
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
が
、情
報
の

集
約
・
発
信
が
し
や
す
い
時
代
の
中
、

あ
と
は
個
々
の
気
持
ち
が
寄
り
添
え

ば
、大
き
な
マ
ン
パ
ワ
ー
に
な
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
助
け
合
い
は
労
働
組

合
の
原
点
で
す
。個
々
の
思
い
や
違
い

が
あ
る
中
で
も
、お
互
い
に
支
え
合
う

運
動
が
で
き
る
よ
う
皆
さ
ん
と
共
に

活
動
を
前
進
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

それぞれが主役となって
連合運動を進めよう！

佐藤新会長インタビュー

力強く共に活動を進めていきましょう！

佐藤新会長インタビュー
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地協紹介

新たな役員と共に県民の皆様が安心して働き暮らせる社会
を目指し活動をして行くため、働く者の代表として地域・行
政と連携をとりながら、働く仲間の組合員とその家族に連
合活動に理解を深めて頂き、より魅力ある地域を目指し活
動を積極的に進めて行きます。

連合群馬８地協総
会が終了し

新たな期が始まり
ました

時代の変化を鑑みながら地協としてのあり方を確認しつ
つ、組合員やそのご家族、地域から頼られる存在になる為
に、働く者の代表として役割を果たしてまいります。その為
には近隣地協や議員懇、連携団体、地域住民ともしっかり
と連携を取りながら活動を進めて参りますので、引き続きの
ご協力をよろしくお願いいたします。

西部地協は新体制の下、活動をスタートしました。「安全で
安心して暮らせる地域社会」の実現に向けて、役員一丸と
なって心合わせ、力合わせをして諸活動を推進してまいりま
す。よろしくお願い申し上げます。

北部地協は３地協が統合し、当初活動に偏りがありました
が、次第に北部地協としての活動ができています。10月には
嬬恋村で台風１９号による大きな被害があり、ボランティアと
して参加頂き感謝致します。同じ群馬に住む人々の力にな
なれる様、今後も、連合に集う仲間として率先して活動して
いきます。また、地協唯一の青年女性委員会として活動の
輪を広げていきます。

太田地協は新規体制となり活動をスタートしました。構成
組織・産別の更なる連携強化と仲間づくりを行い、働く仲間
と家族が安心して暮らせ魅力ある地域作りをモットーに地
域に根差し、地協役員が一丸となりコミュニケーションを密
に、様々な活動に邁進してまいります。皆々様に置かれまし
ては、温かく向き合っていただければ幸いであります。

議長としての責任の重さに身が引き締まる気持ちで一杯で
す。館林・邑楽地域が働きやすく、暮らしやすいと感じてもら
える様、加盟組合の皆さま、議員懇の皆さま、そして自治体
の関係者さまと連携して活動を進めて参ります。引き続き、
ご理解とご協力をお願い致します。

「すべての働く者・生活者が安心して働き、暮らしていくこ
とのできる社会」の実現を目指し、幹事会役員と構成組織
の皆さんとしっかりタッグを組んで、共に支え合い、助け合
いながら、地域に根差した顔の見える地協活動を展開しま
す。

桐生・みどりの地域は、自然豊かな大地の上で、働く者の手
によって貴重な伝統的文化・産業が大切に育てられてきまし
た。その歴史を尊び、働く者がより安心できる地域社会の
実現へ向けて、地域を大切にした活動にこだわり、近隣地
協ほか、連合の強みである仲間との広域の連携で、幾層に
も重なる強い絆を作っていきます。

新春労使セミナー
「とくダネ！」コメンテーターで
お馴染みの深澤真紀さん来る！！

日時  2020年1月15日（水）１５時３０分
会場  前橋テルサ

参加費  ３，５００円
対象  組合員、役員、企業側
内容  「若者や女性が働き続けたい職場とは」
講師  獨協大学経済学部特任教授　

　　　　コラムニスト　深澤真紀氏
参加方法・申し込みは組合又は産別へ

地域で一緒に働ける方を紹介してください！！
「地協エリアアドバイザー」の募集について

勤務地  西毛エリア（西部地協・高崎地協の2カ所担当します）
勤務日  平日（土日祝休み）

※就業カレンダーによる。但し、休日出勤あり。残業あります
業務  資料作成やイベント・労働相談補助など
経験  労働組合役員経験者など
年齢  ６4歳（採用時）まで

問合せ  磯田・山田

横山 大志
（ミツバ労組）

桐生地協

松村 尭之
（サンデン労組）

伊勢崎地協

渡辺 春彦
（関東電化労組渋川支部）

北部地協

新井 奈保城
（安中運輸労組）

西部地協

森 仁志
（日野自動車労組新田支部）

TOPICS

太田地協

高橋 譲
（日清紡労組館林支部）

館林地協

唐澤 明
（日本精工労組前橋支部）

前橋地協

地域を元気にす
るみなさん

オール連合群馬

越澤 恭行
（ルネサスグループ連合高崎地区支部）

高崎地協

議長から一言

いただきました
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　平成22年まで「尾瀬」の体験学習会は会社
の研修として群馬県に配属された新入社員を
対象に実施されていましたが、東日本大震災以
降は開催が見送られています。青年層から「尾
瀬に行ったことはない」「学ぶきっかけがない」と

いった声が聞かれ、そもそも尾瀬のことを知らない人もいました。労働組合は県内に所属す
る組合員にとって関わりの深い「尾瀬」の知識を学ぶ大切な機会をなくしてはならないと考
え、現在は東京電力労働組合群馬地区本部青年部（以下：青年部）の企画・運営により「尾
瀬体験学習」を隔年で開催しています。
　今年の日程は8月31日～9月1日、出発前はあいにくの雨予
報でしたが、それを青年部のパワーで吹き飛ばし、晴天のなか
尾瀬の自然を十分に満喫してきました！湿原の散策や講師の
方からの自然解説等を通じて、五感で尾瀬を感じるとともに自
分たちの会社との関わりを知ることで、これまで尾瀬に関わる
きっかけのなかった人や、興味が持てなかった人などにとって、より身近で印象や記憶に残
る大変有意義な学習会とすることができました。
　また、宿泊施設（東電小屋）での夜の懇親会では、散策の心地よい疲労と自然に囲まれ
たおいしい空気のおかげでお酒の美味しさも倍増！仲間と遅くまで語り合い、満天の星空
を眺めロマンチックな雰囲気にも…。対象者の入社年度を統一しているため、「日頃なかな
か集まることのない同期同士で1泊2日を過ごすことができて楽しかった」「良い思い出がで
きた」との声も多数いただき、青年部の横のつながりを広げる上でも良いきっかけとすること
ができました。

　青年部はこれからも様 な々機会を通じて、自然や地域活動
の大切さを学ぶ取り組みを継続していきたいと思っておりま
す。四季折々の自然体験と素敵な出会いがきっとあなたを待っ
ています！いつ、どこを見てもインスタ映えも間違いなし！皆さま
もぜひ、尾瀬に行こOZE！

労働組合
on VIEW

【１日目】8/31

11：00　尾瀬戸倉

11：30　鳩待山荘

　　　  （昼食）

13：10　至仏山荘

14：00　牛首分岐

14:55　ヨッピ吊

15：15　東電小屋着

19：00　自然解説

【２日目】9/1

  7：20　東電小屋

  8：05　見晴

  8：50　竜宮

  9：40　牛首分岐

10：30　至仏山荘

12：00　鳩待山荘

　　　  （昼食）

13：30尾瀬戸倉

東電小屋で１泊！なかなかできない
経験ですね。行程教えて下さい！

群馬県電力総連の仲間である東京パワーテクノロ

ジー労組さんにガイドとして2日間の行程に同行いた

だき尾瀬について色々教えていただきました。

ガイドや講師の方は
いらっしゃいましたか？

運営での
「ちょっと気になる」

を聞きました！

東電労組群馬地区本部
〒371-0023　前橋市本町1丁目6-2
ＴＥＬ◦027-221-5839
東電労組群馬地区本部青年部長　
蜂須 啓矢

横のつながりを大切に　　ご質問お問い合わせは↓まで

電力総連　東京電力労働組合　
群馬地区本部青年部

尾瀬体験学習
東京電力は尾瀬国立公園全体の約4割、特
別保護地区の約7割の土地を所有しており、
尾瀬の保護に長年取り組んできました。東京
電力労働組合は、自然の大切さや尾瀬と東
京電力のかかわりを学ぶ大切な場として、群
馬県内で働く青年層の組合員を対象に隔年
で体験学習会を開催しています。
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人気イベント  マス釣り大会

地域フィールド 前橋地協 太田地協

とびっきりの笑顔に出会えた〝太田産業フェスティバル〟太田地協

前橋地協

　「パパ！つれたよ～」そんな子どもたちの大歓声に包まれて１１月１０日（日）〝太
田産業フェスティバル〟の一日が始まりました。
　このイベントには地域への貢献と併せて、連合運動を少しでも市民の皆さん
に知ってもらおうと、毎年恒例で参加しています。今年は好天に恵まれ、太田地
協が運営するヨーヨー釣りブースでは、９時の開始早々から多くの子どもたちで
賑わい、１４時３０分のイベント終了までその客足は途切れることはありませんで
した。参加した地協役員は昼食を摂る暇もないくらい忙しく動き回っていたの
に、なぜか皆「楽しかったぁ」と嬉しそうに話していたのが、とても印象的でした。
参加した我々役員も、子どもたちの底抜けに明るい笑顔に、元気をもらった１日
でした。

労 働 組 合 の役 割を 地 域 で 発 揮

　夏休みも終盤の８月２４日（土）。柏倉町の六本木釣り掘には真剣な眼差しが注ぎます。
　池には釣り好きな組合員とその家族総勢８４名が「マス釣り大会」に参加。マスめが
けて竿を投げ入れ、マスが釣れるのをいまかいまかとジッと待ちます。釣り竿に当たりが
来ると、協力し合いながら釣っていました。
　さあ、次はジッとしていられない子どもたちが（笑）、池に入りマスのつかみ取りに挑
戦！普段触ったことのない魚に悪戦苦闘しながら、びしょ濡れになり夢中で追いかけて
いました。昼食にはその場で塩焼きや唐揚げを実食。楽しんだ後みんなで食べるマス
は最高でした。
　これからも組合員の皆さまのご協力をいただき地域に根差した地協活動に取り組ん
でいきます。

晴天の中

家族連れで

賑わいます

池に入るのも

魚に触るのも

楽しいね

ご当地ヒーローと

地協のヒーローが

集結

大人気の
ヨーヨー釣り

レストラン C
カ ル マ

ALMA 伊勢崎

　南側が全面窓でとても明るい店内。多彩なメニューからオススメの
パスタランチ「トマトとモッツァレラと自家製バジルソースのリングイネ」
を注文しました。前菜は新鮮野菜がオリーブオイルと塩のみの優しい
味。リングイネはもちもち生麺でトマトソースとバジルソースがマッチして
いました。カフェラテはラテアートがとてもかわいく得した気分です。
住所◦伊勢崎市乾町89-2 
TEL◦0270-75-6664
営業時間◦11:30～14:15（L.O.）
　　　　　17:30～21:15（L.O.）
定休日◦水曜日　トマトとモッツァレラと自家製バジルソースのリングイネ

（前菜3種、パスタ、ドリンク付）1300円

娘さんの出演する劇団四季を観
劇しながら旅行するのが楽しみ
という伊勢崎在住・桐生地協の
生形職員から紹介

生パスタが美味しい。
カフェラテがかわいいよ。
ユニオニオン行ってみて！！

市民体育館
華蔵寺公園
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記後集編
　広報の担当が変わりました！（今までは、P7の“ランチ味ーティング”
を楽しみにしている一読者でした）　昨年からリニューアルした“あぷろ
うち”。みなさんの手に取っていただけるような、まさに“あぷろうち”でき
る紙面にしていきたいと思いますので、感想やご意見、お待ちしておりま
す！さて、巻頭の会長インタビュー。聞き手は私だったのですが、インタ
ビュー時は話が発散してしまい、編集者を困らせてしまいました。ごめん
なさい。ここまで、まとめてもらって感謝、感謝です。（磯）

　大勢の中からアイデアや話を聞き出すコツ。ファシリテーターの役割
の重要性について先日の「ホワイトボード・ミーティング」で学びました。
労働組合の役員はファシリテーターに通ずるものがあると実感。また記
事を書くことやインタビューをする時に役立つものになりそう。新しい年
度になり引き続き広報担当になりました。１２月で連合群馬も結成３０
年になります。魅力ある活動、紙面づくりに務めていきます。（吉）

アンケートに答えて
スキー場リフト引換券
プレゼント

1月31日（金）必着締切

info＠gunma.jtuc-rengo.jp
「273号　読者プレゼント」係応募先

舞子スキー場　６スキー場共通
リフト１日引換券ペアを１名様

ユニオニオンマルチカバーを5名様にプレゼントします。

❶ 「あぷろうち」こんな記事があったらいいな

❷ 郵便番号、住所、氏名、労働組合名、希望商品をお書きの上、
　 メールでお送りください。当選者名は次号3月号で発表します。

9月号当選者 ユニオニオングッズは発送をもって発表に代えさせ
ていただきます。

愛のカンパで輪を広げます
宮下 和夫　伊勢崎地協　事務局長（日立オートモティブシステムズ労働組合）

　伊勢崎地協ではNPO法人「生涯発達ケアセンターさんれんぷ」が運営する「こども多
機能型事業所ブーケ」にカンパ金を寄贈しました。この施設は医療ケアが必要な子ども達
の発達支援を行なっており、施設代表者との意見交換の中では、「伊勢崎市にはこの様
な発達支援の施設は他になく、法整備を含めて今後も様々な方面での支援を必要として
いる」とのことで、今回のカンパ金は必要な物の購入に充てるとのことでした。実際に施設
の最前線で働いている方の貴重な意見を聞く事により、社会貢献の一環として行なって
いる連合群馬のカンパ活動の重要性を再認識することが出来ました。より多くの方に活動
を知ってもらい理解の輪を広げていくために、今後も積極的に活動を行なっていきます。

読者プレゼント

声 -voice 5-

組合行事「ボッチャ」で楽しみませんか？

　障がいの有無や老若男女問わず楽しめるパラリン
ピック競技でもある「ボッチャ」みなさんご存知ですか？
　ボッチャとは簡単に説明すると、的（白球＝ジャック
ボール）に、赤と青に別れて６球投げて、的に近い方が勝
ちという競技で、“地上のカーリング”ともいわれています。
右の例で言うと、白に近づけた「赤」の勝ち！得点は

「青よりいくつ近づけたか？」もう分かりますね！！「２
点」になります。個人戦やチーム戦など回数や投げる位
置が変わりますが、合計得点で競います。
　だれでも簡単に楽しめます！組合で是非体験してく
ださい。
　ボール２組を無料で貸し出ししますので連合群馬ま
でお電話でお問い合せください！

青年委員会や退職者の会でも
プレイしました

例

ユニオニオンぬいぐるみ　舩津　茂様

⬆
白球に近い

赤球チームの勝ち！

⬆
白球に近い

赤球チームの勝ち！

ボール
貸出ます!

マ
ル
チ
カ
バ
ー
だ
よ
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